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○　問 1は 各 2点, 問 2は各 4点で, 合計 32 点.

◎　電圧, 電流等の単位が不足している場合は減点.

◎　有効数字は 3 桁とする（4桁目を四捨五入する）

[問 1] 図 1の電流帰還バイアス回路において, 次の小問に答えよ. ただし, VBE = 0.62 V, IC = 1.2 mA,

IA = 10IB , VRE = 0.2VCC , hFE = 50, RC = 2 kΩ, hie = 1.2 kΩ とする.

(1) ベース電流 IB はいくらか.

(2) エミッタ電流 IE はいくらか.

(3) エミッタ抵抗 RE を求めよ.

(4) RA を求めよ.

(5) RB はいくらか.

(6) トランジスタのコレクタ損失を求めよ.

(7) この回路の（簡易型）等価回路を書け. なお, エミッタ接地の（交流）電流増幅率 hfe(= β) は hFE に

等しいとする.

(8) ベース (端子 1− 1′ 間)に加える微小交流入力信号 vi と抵抗 RE の出力電圧 (端子 2− 2′ 間の電圧) vo

の比 Av = vo/vi を求めよ. また, デシベルで表せ.

(9) 端子 1− 1′ からトランジスタ側をみた入力抵抗を, (7)の等価回路を用いて求めよ.

(10) 微小交流入力信号に対する抵抗 RC の端子電圧の大きさ VC と, 抵抗 RE の端子電圧の大きさ VE は

どちらが大きいか. その比を求めよ.

図 1: 問 1



[問 2] 図 2の回路について, 次の小問に答えよ.

(1) 微小交流信号に対する等価回路を書け. なお, FETの内部抵抗を rd, 電圧増幅率を µ, 相互コンダクタ

ンスを gm とし, µ = gmrd(À 1) の関係が成り立つとする.

(2) 端子 1− 1′ から FET側を見た入力インピーダンス Z = V/I を求めよ. ここで, V , I はそれぞれ微小

交流信号に対する複素電圧, 複素電流である.

(3) (2) の結果から, 1 ¿ ωCR のとき, 入力インピーダンス Z が誘導性（L 性）の成分を持つことを示せ.

また, そのときの L 成分を求めよ (ヒント: Y = 1/Z のアドミッタンスを計算すると, 分かりやすい).

図 2: 問 2

平成 22年度電子回路中間試験の解答

[問 1] (1) IB = 1.2 mA/50 = 24 µA (2) IE = IB + IC = 1.22 mA (3) RE = VRE/IE = 1.47 kΩ (4)

RA = 2.42 V/0.24 mA = 10.1 kΩ (5) RB = 6.58 V/0.264 mA = 24.9 kΩ (6) PC = ICVCE = 1.2 mA(9−
4.2) V = 5.76 mW (7) 省略 (8) Av = 0.98, −0.18 dB (9) 1/Ri = 1/RA + 1/RB + 1/{hie + (β + 1)RE} か
ら Ri = 6.57 kΩ (10) VC = RCβib, VE = RE(β + 1)ib なので, VC が VE よりも 1.33 倍大きい.

[問 2] (1)省略 (2) Z = rd
R + 1/jωC

R + rd + (1 + µ)/jωC
(3) ωCR À 1なので, Y ' 1

rd
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jωCR

. これは,
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. 以上より, 入力インピーダンスは R, rd, そして インダクタンスが CRrd/µ = CR/gm

のコイルが並列回路になっていることを示す.


